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   Statistical studies were made on 1,859 outpatients, 587 inpatients and 601 operative procedures 
at our department in 1987. The most frequent diseases among the outpatients were urogenital 
infections followed by anomalies, tumors and stones. The major diseases among the inpatients 
were hypospadias, vesicoureteral reflux, congenital urethral stenosis, benign prostatic hypertrophy 
and bladder tumor. A total of 601 operations were performed. The five major operations were 
hypospadias repair, optic internal urethrotomy, transurethral resection of prostate, ureterocysto-
neostomy and transurethral resection of bladder tumor. 

                                                   (Acta Urol. 35: 1633-1638, 1989) 
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緒 言

1973年 兵庫医科大学開設 以来,当 教室では一般 泌尿

器科に加 え,小 児泌尿器科 を主題のひ とつ として臨床

診療お よび研究を続 けている.従 来の臨床統計レ5)に

ひきつづ き,1987年 の外来患者,入 院患者お よび手術

について臨床 統計をお こなったので報告す る.

外来患者統計

1987年 の 外 来新 患 患 者 数 は1,859名 で,男 子1,227

名,女 子632名 で あ り,男 女 比 は1.9;1で あ った.年

齢 分布 はTable1に 示 す ご と くで あ り,14歳 以 下 の

小 児愚 者 は428名 と23。0%を しめ た.疾 患 別 で は 感 染

症474名(25.5%),先 天性異常302名(16.2%),腫 瘍

241名(13.O%),結 石203名(10.9%),外 傷13名(0.7

%)の 順に多 く,そ のほか の疾患は全部合わせ て626

名(33.7%)で あ った.尿 路性器感染症(Table2)

では膀胱炎,前 立腺炎,尿 道炎,腎 孟腎炎,副 睾丸炎

の順 に多か った.腎 結核患者 は4名 の新患患老 をみ と

めた.尿 路性器先天性異 常(Table3)で はVUR,

包茎,尿 道下裂,停 留睾丸の 順に 多か った.尿 路性

器腫瘍(Table4)で は前 立腺肥大症,膀 胱腫瘍,腎

腫瘍,前 立腺癌 の順 に 多か った.尿 路結石(Table

5)で は尿管結石が もっとも多 く,つ いで 腎結石 であ

り,上 部尿路結石が91.6%を しめた.尿 路性 器外傷

(Table6)は 昨年 と同様 に少 な く13名のみであ った.
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Table1.外 来患者(新 患)年 齢分布 Tab正e4.尿 路 性器腫瘍(外 来)

年齢(歳)男 女 計

0～419033223

5-910141142

10-14441963

玉5～19423072

20～2911071181

30～3913980219

40～4914286228

50～59141123264

60-6915387240

70～7912752179

80～89371047

90～99101

疾患名
男 女 計

小児 成人 小児 成人

副腎腫瘍

腎腫瘍

腎孟腫瘍

尿管腫瘍

膀胱腫瘍

前立腺癌

前立腺肥大症

尖圭コンジローム

陰茎癌

睾丸腫瘍

尿道カルンケル

000

081

010

000

0220

0130

01480

060

020

150

000

3

8

1

1

11

0

0

0

0

0

10

3

17

2

1

33

13

148

6

2

6

10

言十12276321859 計 12051 34241

Table2.尿 路性器感染症(外 来)

男 女 計

小児 成人 小児 成人

Tablc5.尿 路 結 石(外 来)

疾患名
疾患名

腎結核

腎孟腎炎

膀胱炎

尿道炎

前立腺炎

亀頭包皮炎

副睾丸炎

陰嚢皮下膿瘍

0

7

10

0

0

25

4

0

2024

582747

1810173211

590059

790079

90034

350039

1001

男 女 計

小児 成人 小児 成人

腎結石

腎尿管結石

尿管結石

膀胱結石

尿道結石

前立腺結石

0

0

0

0

0

0

400

90

850

50

30

90

21

4

27

0

0

0

61

13

112

5

3

9

計 01510

計

52203

4620818202474

Table6.尿 路性器外傷(外 来)

Table3.尿 路性器 先天性異常(外 来)

疾患名
男 女 計

小児 成人 小児 成人

男 女疾患名
計小児 成人 小兜 成人

低形成腎

馬蹄腎

嚢胞腎

VUR

尿管瘤

異所開口尿管

腎孟尿管移行部狭窄

尿管膀胱移行部狭窄

膀胱外反症

後部尿道弁

尿道 リング狭窄

停留睾丸

包茎

尿道上裂

尿道下裂

男性半陰陽

クラインフェルター症候群

陰茎圓転症.

0

0

0

38

2

0

7

0

1

1

15

45

44

0

48

2

0

1

1

1

1

0

0

0

4

0

0

0

4

1

10

1

1

0

1

0

0

0

0

35

1

3

2

1

0

0

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

7

0

0

5

2

0

0

11

0

0

0

0

0

0

0

l

l

3

80

3

3

18

3

1

1

34

46

54

1

49

2

1

1

腎外傷

尿道外傷

睾丸外傷

0101

1700

2100

2

8

3

計 390 113

そ のほかの疾患(Table7)で は原因不 明の血尿,神

経因性膀胱,夜 尿症,膀 胱頸部狭窄が多い疾患 であ っ

た,

計 204254627302

入院患者統計

入院患者 数は559名 であ り,再 入 院をふ くめた延べ

入院患者数 では587名 であ った.性 別では男子428名,

女子131名 と男女比は3.3:1で あ り,外 来患者におけ

る より男女比は高か った(Table8).年 齢別では14歳

以下 の小児患者が233名 と41.7%を しめた.

以下に各疾患を臓器別にわ け,表 に示すが,入 院患

者 については複数の病 名を もつ ものはそのおのおのを

数 えたので延べ疾病名数 とな る.
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Table7.そ の ほ か の 疾 患(外 来) Table9.腎 疾 患(入 院)

1635

疾 患 名
男 女 計

小児 成人 小児 成入
疾患名

男 女 計

小児 成人 小児 成人

夜尿症

神経因性膀胱

神経性頻尿

腹圧性尿失禁

特発性腎出血

原因不明の血尿

糸球体腎炎

腎性高血圧

蛋白尿

遊走腎

腎動脈瘤

腎嚢胞

男性不妊

インポテンツ

血精液症

精液瘤

陰嚢水瘤

精索静脈瘤

睾丸回転症

思春期早発症

膀胱頚部狭窄

尿道狭窄

尿道異物

尿管狭窄

膀胱憩室

陰唇癒合

尿道脱

鼠径ヘルニャ

慢性腎不全

泌尿器科的正常

30011142

24422977

02529

00055

1100415

52326191

2534!4

02002

21014

0101112

01001

080816

0230023

0110011

09009

01001

2360029

1100011

25007

10001

0420042

0270027

01001

0501621

21047

00202

00011

12003

01502035

939356107

腎細胞癌0110

腎孟腫瘍010

腎結石0120

急性腎孟 腎炎102

腎出血020

腎孟尿管 移行部狭窄723

嚢胞 腎010

多嚢 腎100

腎性 高血圧000

慢性 腎不全070

腎移植 術後140

腎提供 者010

415

12

1426

03

02

315

01

01

11

613

712

01

計 104153692

Table10.尿 管 疾 患(入 院)

疾患名
男 女 計

小児 成人 小児 成人

尿管腫瘍

尿管結石

尿管狭窄

VUR

尿管瘤

異所開口尿管

巨大尿管

下大静脈後尿管

盲管尿管

0

0

0

37

2

0

3

0

0

001

28114

308

1362

020

010

001

001

010

1

43

11

76

4

1

4

1

1

計

計 81294

42324127142

28223626

Table8.入 院患 者 年 齢 分 布

年齢(歳}男 女 計

0～4

5～9

10-・14

15～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80・-89

83

75

29

10

20

19

23

41

43

66

19

10

24

12

4

9

12

10

21

15

12

2

93

99

41

14

29

31

33

62

58

78

21

計 428131559

1・ 腎 疾 患(Table9)

腎 結 石26名(28.3%),腎 細 胞 癌i5名(16.3%),

腎孟 尿管移行部狭窄15名(16.3%),慢 性腎不全13名

(1.1%)が 多い疾患であった.慢 性腎不全 の患者は腎

移植術 お よび副甲状腺 亜全摘除術を うけるために入院

した ものである.

2.尿 管疾患(TablelO)

VURが76名(53.5%)と 尿管疾患 の過半数を し

め,つ ぎが尿管結石43名(30.3%)で あ った.盲 管尿

管の1例 はVURに 合併 した ものであった,

3.膀 胱疾患(Table11)

膀胱腫蕩47名(61.0%),膀 胱頸部狭窄13名(16.9

%)が 多い疾患 であった.膀 胱外反症の1例 は他院で

手術を うけた後の状態であ った.重 複膀胱の1例 は既

に当科で手術を うけてお り,今 回は検査 のための入院

であ った.

4.尿 道疾患(Table12)

先天性の尿道 リング狭窄(男 子の球部 尿道 リングお

よび女子の遠位部尿道狭窄)69名(57.5%),後 天性

尿道狭窄30名(25.0%),後 部尿道弁11名(9.2%)が
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TablelI.膀 胱 疾 患(入 院)

男 女 計疾患名

小児 成人 小児 成人

膀胱腫瘍

膀胱結石

膀胱憩室

神経因性膀胱

膀胱頚部狭窄

膀胱外反症

重複勝胱

膀胱炎

膀胱破裂

0340

050

001

210

0130

100

001

010

000

1347

16

01

25

013

01

01

12

11

計 35421877

Table12.尿 道 疾患(入 院)

男 女 計

小児 成人 小児 成人

Table14.陰 茎 ・陰 嚢疾 患(入 院)

疾患名

疾患名

尿道腫瘍

尿道結石

尿道 リンク狭窄

後部尿道弁

前部尿道弁

後天性尿道狭窄

尿道外傷

尿道脱

0

0

29

11

1

8

0

0

1001

3003

1919269

00011

0001

210130

4004

0011

男 計

小児 成人

睾丸腫瘍134

陰茎 癌022

尿道 下裂80383

尿道 上裂011

完 全包茎707

陰茎 前位陰嚢101

停留 睾丸819

睾丸機 能不全101

萎縮睾 丸202

陰嚢水瘤325

精索静脈瘤235

睾丸回転症448

睾丸外傷112

副睾丸炎178

精管 結紮術後011

計 11128139

Table15.そ の ほ か の疾 患(入 院)

疾患名

計

男 女 計

小児 成人 小児 成人

4948194120

TableI3.前 立 腺 疾 患(入 院)

男疾患名 計

小児 成人

副腎腫瘍

副腎嚢腫

副甲状腺腺種

二次性副甲状腺機能充進症

前立腺肥大症

前立腺癌

前立腺結石

前立腺炎

0

0

0

0

45

23

1

2

45

23

1

2

男性半陰陽

女性半陰陽

混合性性腺不全症

男子小子宮

後腹膜線維症

鎖肛術後

黒径ヘルニヤ

00

00

00

01

10

00

10

20

00

61

23

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

0

22

11

11

23

01

01

01

02

11

08

05

計 07171 計 125 2 726

多い疾患 であった.

5・ 前立腺疾患(Table13)

前立腺肥大症が45名(63.4%)と 最 も多 く,前 立腺

癌は23名(32.4%)で あった.

6.陰 茎 ・陰嚢疾患(TableI4)

尿道下裂 が83名(59.7%)と 最 も多 く,つ いで停留

睾丸9名(6.5%)で あ った.小 児の皐丸腫瘍1例 は

yolksactumorで あった.

7.そ のほかの疾患(Table15)

副腎腫瘍の2例 はいずれ も褐色細胞腫であった.二

次性副 甲状腺機能充進症 の3例 は慢性腎不 全のため血

液透析中の患者で,副 甲状腺亜全摘除術のため入院 し

た.鎖 肛術後の8例 は鎖肛に合併 した泌尿器疾患 の診

断,治 療 のため紹介され入院 した患者である,

Table16.腎 の手 術

術 名
男 女 計

小児 成人 小児 成人

腎切石術

腎孟切石術

経皮的腎砕石術(PNL)

腎摘除術

腎尿管摘除術

腎孟形成術

開放性腎生検

腎移植術

提供腎摘除術

自家腎移植術

腎孟腫傷焼灼術

0

0

0

1

0

6

0

0

0

0

0

1

1

17

7

1

2

1

6

1

0

1

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

2

12

8

2

3

2

5

0

1

0

1

3

29

16

3

14

3

11

1

1

1

計 73833583



手 術 統 計
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1987年に施行 され た手術件数は延べ601件 であ り,

このなかには手術場でお こな った小児内視鏡検査や外

来でお こな った小手術は含 まれていない.601件 の う

ち254件(42.3%)は 小児患者に対する手術 であった.

お もな手術は尿道下裂修正手術86回,直 視下 内尿道切

Table17.尿 管 の手 術

術 名
男 女 計

小児 成人 小児 成人

尿管切石 術00

経尿道的尿管砕石術(TUL》022

尿管膀胱新吻合術200

尿管形 成術00

尿管瘤摘 除術10

TUR一 尿管瘤10

尿管皮膚痩術02

リング尿管皮膚痩閉鎖術10

マ インツ ・パウチ05

マ インツ ・パ ウチ修復術01

内尿管切 開術02

101

01032

23447

011

203

203

002

001

005

001

024

i637

計 23322817100

Tab正ei8.膀 胱 の 手術

術 名
男 女 計

成人成人 小児小児

TUR-b.t.0270

TU-biopsyO90

TUR-b.n.0130

TU-coagulationOOO

膀胱 全摘 除術060

膀胱 部分切除術010

膀 胱砕 石術050

膀胱憩室摘 除術001

膀胱痩術010

尿膜管摘除術000

835

312

013

11

06

12

16

01

01

11

開術78回,TUR-P47回,尿 管膀胱新吻合術47回,

TUR-b.t.35回 であ った.

以下,臓 器別に手術名を示す.

1.腎 の手術(Tablel6)

腎結石に対する経皮的腎砕石術(PNL)が29回 と

最 も多か った.腎 移植術11回 の うち屍体 腎移植術が10

回で,生 体 腎移植術は1回 のみであ った.

2.尿 管の手術(Tablel7)

尿管膀胱新吻合術 が最 も多 く47回施行 され た.尿 管

結石 に対 する経 尿道的 尿管砕石術(TUL)が それに

つ ぎ,32回 施行 された.尿 路変更法の うちのconti-

nenturinaryreservoir法 であるマインツ ・パ ウチ

が5回 施行 され,ま たその穿孔 に対す る修復術が1回

施行 され た.尿 管狭窄に対する内視鏡的 な内尿管切開

術 が4回 施行 された。

3.膀 胱の手術(Table18)

TUR-b.t.が35回,TUR-b.n.が13回,TU-biopsy

が12回 施行 され た.膀 胱全摘除術は6回 施行された.

4.尿 道 の手術(Table19)

先天性お よび後天性 の尿道狭窄に対する直視 下内尿

道切開が最 も多 く78回 施行された.女 子の遠 位部尿道

狭 窄に対す る外尿道 口形成術 が17回 施行 された.先 天

性尿道弁 に対す るTURは12回 であった 、

5.前 立腺 の手術(Table20)

TUR-Pが47回 施行 され,前 立腺肥大症に対する開

放性前立腺摘除術はなか った.前 立腺癌に対す る前 立

腺全摘除術 が1回 施行 された.

Table20.前 立 腺 の 手 術

術 名
男 計

小児 成人

TUR-PO4747

前立腺全摘 除術011

計 04848

計 06211578

Table21.陰 嚢 ・陰 嚢 内 容 の 手術

Tablel9.尿 道 の 手 術

男 女 計

小児 成人 小児 成人

術 名
男 計

小児 成人

術 名

外尿道ロ形成術

直視下内尿道切開

内尿道切開術

TUR一 尿道弁

尿道摘除術

尿道形成術

尿道砕石術

0

36

5

12

0

1

0

0

42

3

0

1

3

2

15

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

17

78

8

12

1

4

2

陰嚢水瘤根治術

精索静脈高位結紮術

除睾術(一側)

除睾術(両側)

睾丸固定術

精管精管吻合術

陰嚢試験切開術

陰嚢形成術

3

2

5

0

14

0

0

1

2

3

5

12

4

1

1

0

5

5

10

12

18

1

1

1

計 5451152122 計 252853
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Table22.陰 茎 の 手術

術 名
男 計

成人小児

索切除術(尿 道下裂)340

尿道形成術(尿 道下裂》362

外尿道口形成術(尿 道下裂》72

痩孔閉鎖術(尿 道下裂)41

尿道形成術(尿 道上裂》01

陰茎皮膚形成術20

包皮背面切開術70

陰茎腫瘍生検02

陰茎切断術01

亀頭形成術(膀 胱外反症)10

34

38

9

5

1

2

7

2

1

1

計 919100

Table23.そ のほ か の 手 術

男 女 計

小児 成入 小児 成人

を 得た.

1)外 来新患患者数は1,859名 で,男 子が1,227名,

女子632名 であ った.お もな疾患 は尿路 性器感染症 で

あ り,そ れについで 先天性異常,腫 瘍 結石 であっ

た.

2)入 院患者数は587名 であ り,男子428名,女 子131

名であった.小 児患者は41.フ%を しめた.お もな疾患

は尿道下裂,VUR,先 天 性尿道狭窄,前 立腺肥大症,

膀胱腫瘍であ った.

3)延 べ手術回数は601回 であ り,小 児 泌尿器科手

術 はこの うち254回 と約半数を しめた.お もな手術は

尿道下裂修正手術,直 視下 内尿道切開術,TUR-P,

尿管膀胱新吻合術,TUR・b.t.で あ った.

文 献

術 名

副甲状腺亜全摘除術

副甲状腺腫瘍摘除術

副腎摘除術

女子外陰部形成術

試験開腹術

性腺摘除術

男子小子宮縫縮術

鼠径ヘルニヤ根治術

0

0

0

0

1

1

2

2

1

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

1

0

0

0

0

2

1

3

0

0

0

0

0

3

1

3

1

1

1

2

5

計 641617

6.陰 嚢 ・陰嚢 内容の手術(Table21)

除睾術22回,畢 丸固定術18回 が多か った.精 管吻合術

1回 はマイ クロサ ージャ リーに より施行 された.

7.陰 茎の手術(Table22)

尿道下裂 に対す る手術が もっ とも多 く,索 切除術34

回,尿 道形成術38回,外 尿道 口形成術9回,痩 孔閉鎖

術5回 であ った.

8.そ のほかの手術(Table23)

二次性副甲状腺機能充進症に対する副甲状腺亜全摘

除術が3回,原 発性副 甲状腺機能充 進症 に対す る副 甲

状腺腺腫摘除術が1回 施行 された.褐 色細 胞腫 および

副腎嚢腫に対す る副腎摘除術が3回 施行 された,高 度

の男子小子宮 に対す る縫縮術が2回 施行された.

結 語

兵庫医科大学泌 尿器科に おけ る1987年 度 の外来,入

院患者お よび手術 に関す る統計をお こない,次 の結果

1)生 駒文彦,森 義則,島 田憲次,岡 本新 司,川 口

理作,木 野田茂,大 西洋子,仲 地研吾,田 口恵造

西崎伸也,藤 末 洋,松 井孝之,黒 田治朗,鹿 子

木基二:兵 庫 医科 大学 泌尿器科学教 室における19

82年 の臨床統計.泌 尿紀要29:1127-1132,1983

2)生 駒文彦,森 義則,有 馬正明,黒 田治朗,島 田

憲次,島 博基,井 原英有,鹿 子木基二,岡 本新

司,薮 元秀典,河 東鈴春,大 西 洋子,木 野 田茂,

西崎伸也,仲 地研吾,細 川尚三,荻 野敏弘 松井

孝之,田 口恵造,藤 末 洋,土 井康裕:兵 庫 医科

大学泌尿器科学教室における1983年 の臨床統 計.

泌尿紀要31:639-645,1985

3)生 駒文彦,森 義則,有 馬正明,黒 田治朗,島 田

憲次,島 博基,井 原英有,鹿 子木基二,薮 元秀

河東鈴春,田 口恵造,松 井孝之,藤 末 洋,西 崎

停也,土 井康裕,竹 村 俊哉,平 田博通:兵 庫 医科

大学泌尿器科 学教室 におけ る1984年 の臨床統 計.

泌尿紀要32:1489-1495,1986

4)生 駒文彦,森 義則,有 馬正 明,島 田憲次,島

博 基,寺 川知良,井 原英有,鹿 子木基二,薮 元秀

典,藤 末 健,田 口恵造,松 井孝之,藤 末 洋,

土井康裕,竹 村俊哉,岡 本英一,土 井 裕,宮 本

賀1兵 庫 医科大学泌尿器科学教室 におけ る1985年

の臨床統 計.泌 尿紀要33:1840-1845,1987

5)生 駒文彦,森 義則,有 馬正 明,島 田憲次,島

博基,寺 川知良,鹿 子木基二,薮 元秀典,藤 末

健,辻 本幸夫,細 川 尚三,荻 野敏弘,松 井孝之,

藤末 洋,土 井康裕,竹 村俊哉,岡 本英一,土 井

裕,宮 本 賀:兵 庫医科大学泌尿器科学教室にお

る1986年 の臨床統計.泌 尿紀要34=2047-2052,

1988

(1988年12月15日 受付)


